
 

 

 

2018年 3月 17日、新潟県長岡市寺泊文化センターにおいて、大河津分水路改修事業起工が厳かな雰囲気で

ありながら、盛大に開催されました。 

一般財団法人先端建設技術センターは、本式典において CIM及び VR技術を使った鍬入れ体験の技術支援を

行いました。 

 

鍬入れの儀、無事に執り行われました。 

 

左：起工式パンフレット 

右：新第二床固ダムカード 

※共に CIMで将来形を再現しています 

 

VR技術を活用した鍬入れの儀システムと 

バーチャル体験をする小学生 

 


